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マルコフ連鎖モデルによる都道府県人口移動の特徴  
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1序 論   

人口移動に関しては多くの法則が提案されている（大友  

1996）が、マルコフ推移モデ／レを使用した都道府県間の人口  

移動に関する研究は、稲葉ら（1995）が住民基本台帳人口移動  

報告から都道府県間人口移動のOD表を作製し、定常分布の  

変化を観察することで、当時の人口分布と定常分布が非常に  

接近していることを報告している。   

本論では、2000年に実施された国勢調査による人口移動に  

関するデータをマルコフ推移モデルで分析することで、都道  

府県間人口移動の特徴と定常状態における人口分布を明らか  

にする。  
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以上から、推移行列Pは次のように示される。  
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Pはその要素がすべて正のレギュラー推移行列で、Pnは  

ある値に収束する。（nは無限大）  2 都道府県間人口移動   

表1は1995年の居住地と2000年の居住地をOD表の形式  

により都道府県間で対比させ、95年人口に対する移動率とし  

てまとめたものの一部である。  

表1都道府県間移動率の一部  
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ここで、Ⅹ（1×k）をある県に人口が存在する任意の確率ベ  

クトルとすると、Pnとの積は次のようなすべての成分が正の  

確率ベクトルに収束する。  
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ただし、Ⅹは最初に人口が存在する県の要素のみが1で、  

他県の要素が0の確率ベクトルである。  

3 マルコフ連鎖による人口移動確率   

県間人口移動の特徴を分析するため、k県間の移動確率pij  

（iからj県への移動数Pijをi県の移動総数Pi．で除した値）  

が1期前の状態にのみ影響を受ける次のような性質をもつ単  

純マルコフ連鎖に従うものと仮定する。  

（1）0≦クヴ≦1（i＝1，2，。…，k）  

4 シミュレーション結果   

シミュレーション結果から、人口移動に関して次のような  

特徴が得られた。  

（1）収束年数 収束判定条件をeps＝0．0001としたとき、   

n＝116回（580年）で収束した。  
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（2）収束状態での各県の移動確率（図1）   

高い方から東京都0．104、神奈川0．076、埼玉0．063、愛知  

0．060、大阪0．056、千葉0．052、兵庫0．044、福岡0．043の  

順になり、人口は首都圏、東海道、福岡といった地域に集中  

する。東京都から8番目の兵庫までの累積確率は約0．5とな  

り、これら8県で全国人口の50％を占めることになる。  
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匪人口移動率出他県の確率が県内産上回る訳選評（堀  

（4）他県への移動特性   

50回目と収束時における移動時における県内確率を  

上回った県の数の関係をみると、県ごとの他県への移動特  

性の違いを見いだすことができる。   

5 結論   

将来にわたり移動確率が不変であるとする前提に無理   

はあるものの、シミュレーション結果は各県人口の移動に   

関する特徴を浮き彫りにした。また人口が首都圏や愛知、  

大阪、福岡の各県に集中する傾向や、大阪府の人口比率が神  

奈川、埼玉及び愛知の各県に抜かれることを示しており、興  

味深い結果である。  
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図1シミュレーション結果（宮崎県の伊ゆ  

収束状態での各県の移動確率を2000年の全国人口比と比  

較すると、首都圏、愛知県、滋賀県及び福岡県の拡大と大阪  

府、北海道の縮小が顕著な特徴となっている（図2）  
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（3）人口移動率と他県への移動確率（図3）   

人口移動率と他県への移動確率が自県へのそれを上回るま  

での回数との関係をみると、愛知県を除くとほぼ関数関係が  

成立している。愛知県は他県と比較して、移動率が低いにも  

もかかわらず他県に人口が移動しやすい特徴を有している。  
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